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ストーリーでつながる、銀行系地方創生メディア

西南学院大学×FFG 提携講座
糸島市の移住・定住促進に向けたビジネス提案プログラム

地域とつながるFFG連携プロジェクト

FFGの幅広いネットワークを活かした地方創生の具体的な実例をご紹介いたします。

福岡銀行 地域共創部発

地域とつながるFFG連携プロジェクト
Fu

kuoka Financial Group　
FukuokaFinancia

lG
ro

up

左から、福岡銀行地域共創部地方創生推進室 
今泉室長、吉岡主任調査役、三船行員 
【お問い合わせ先】TEL：（092）723-2254  

　
私
た
ち
Ｆ
Ｆ
Ｇ
は
、「
地
域
と
共
に
未
来
を

創
っ
て
い
く
こ
と
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、観
光
・

農
業・雇
用・産
業・健
康・教
育
な
ど
様
々
な
分

野
で
の
地
方
創
生
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。今
回

は
、大
学
や
自
治
体
と
連
携
し
た
産
学
連
携
の

取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
11
月
２
日
〜
12
月
７
日
に
か
け
て
、金
融

業
界
への
興
味
を
深
め
る
と
共
に
キ
ャ
リ
ア
選
択

へ
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、昨
年
に
引

き
続
き
西
南
学
院
大
学
経
済
学
部
と
提
携
講
座

を
開
催
し
ま
し
た
。全
５
回
の
講
座
は
、福
岡
銀

行
の
各
部
門
や
関
連
会
社
が
担
当
し
ま
し
た
。

　
講
座
の
第
１
回
は
、事
業
性
評
価
に
基
づ
く

融
資
審
査
業
務
の
紹
介
と
資
産
形
成
の
必
要

性
と
考
え
方
に
つ
い
て
、第
２
回
は
、Ｆ
Ｆ
Ｇ
の

地
方
創
生
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、第
３
回
は
、

Ｄ
Ｘ
戦
略（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン[

企
業
の
デ
ジ
タ
ル
化]

）と
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企

業
への
投
資
に
つ
い
て
講
義
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
ま
た
４
回
目
以
降
は
、初
の
試
み
と
し
て
、

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を
念
頭
に
地
域
を
構
想
す
る「
地
域

戦
略
人
材
育
成
」を
目
指
し
、糸
島
市
と
の
連

携
に
よ
り
、学
生
の
皆
さ
ん
が
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
通
じ
て
、実
在
す
る
地
域
課
題
に
対
し
、

ニュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
を
考
え
る
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
に

も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
こ
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
で
は
、糸
島
市

か
ら
同
市
の
移
住・定
住
施
策
と
現
状

課
題
の
説
明
を
受
け
、グ
ル
ー
プ
ご
と

に
、デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
を
行
い
、そ
の
ア
イ

デ
ア
を
発
表
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。発
表

で
は
、「
糸
島
移
住
ト
ラ
イ
ア
ル
」や「
空

き
家
を
活
用
し
た
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

設
置
」「
子
育
て
し
や
す
い
街
の
実
現
」

な
ど
数
多
く
の
ア
イ
デ
ア
が
登
場
し
、現

在
世
界
レ
ベ
ル
で
進
め
ら
れ
て
い
る

「
S
D
G
s
」（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）」に
繋
がっ
た
提
案
と
な
り
ま
し
た
。

　
発
表
に
参
加
し
た
糸
島
市
ブ
ラ
ン

ド
・
学
研
都
市
推
進
課
の
担
当
者
は

「
糸
島
市
の
現
状
に
寄
り
添
っ
た
ア
イ

デ
ア
が
多
か
っ
た
。学
生
の
新
し
い
考

え
が
非
常
に
参
考
に
な
っ
た
。施
策
の

ア
イ
デ
ア
と
し
て
採
用
し
て
み
た
い
。」

と
期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
、地
域
が
抱
え
る
課
題
解
決
や

地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
た
案
件
の

組
成
に
向
け
、こ
の
よ
う
な
提
携
講
座

の
継
続
開
催
や
他
の
大
学
へ
の
展
開
を

通
し
て
、地
域
人
材
育
成
に
よ
る
地
方

創
生
の
推
進
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

提携講座内容 
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10年平均 31年度

 
20代前半は、
進学･就職で
転出 

 

 「FFGの事業性ファイナンスと運用の多様化」 

融資部 
審査グループ 
瀧口 宗寿 副部長 

営業統括部  
個人金融グループ
谷口 翔太郎 調査役

 「FFGが目指すDX戦略について」 

プレ・プレゼンテーション 

 【地域戦略人材育成企画】（学生による提案） 
「糸島市の移住・定住を促進するニュービジネスの提案」 
･糸島市の地域課題を踏まえた、移住・定住を促進する新規事業の提案 

iBank 
マーケティング（株） 
アカウントプランニング
事業部 
荻 幸二 マネージャー

（株）FFG ベンチャー
ビジネスパートナーズ 
投資事業部 
大城 貴広 マネージャー

 「糸島市の移住・定住に向けた取り組み（ケーススタディ）」 
 「FFGの地域イノベーション戦略について」（地方創生） 

地域共創部 
地方創生推進室 
今泉 節 室長

糸島市 
ブランド・ 学研都市推進課 
西 正文 主査

【プレゼン大会のテーマ】 
【糸島市の取り組み（移住・定住の促進）】 

●地方創生情報

●フィンテック情報

●事業プラン策定や
　グループワーク
　コーディネート

●情報発信
  （冊子、web） 
●移住セミナー
●空き家オーナー
   相談会
●定住コーディネート
●就職支援
●創業支援 他

糸島市が抱える課題 

西南大生が考えたアイデア

施 策 

糸島市
イメージキャラクター 
「いとゴン」 

❶糸島市では若者の転出が顕著 ❸糸島市の空き家の
   流通が進まない

❷糸島市中心部以
外への移住・定住
が進まない

子育て層、若者層に
魅力的な街へ！

・新しい事業を生み出す
・自由に動き回れる交通インフラ

あつまれ革命家
ベンチャー企業誘致

・スマート農業
・オンデマンドバス等

働く場所を増やす！
・オフィス誘致
・住宅確保（建設）
・糸島に住みたい環境づくり

食品メーカー誘致
・土地取得に有利
・大学との共同研究のしやすさ
・糸島食材活用

ワークライフバランスを
求める人をターゲット化！
・充実ライフ（家庭、育児、介護、趣味）
・保育施設、保育士問題

糸島へ移住・
糸島で子育て

・空き家のサテライトオフィス化と
　リノベーション
・地域人材の活躍

糸島の良さを
知ってもらおう！

・気軽に糸島の雰囲気を伝える
・旅行客の滞在時間を延ばす
・空き家活用の問題解決

糸島プチトライアルステイ
・空き家の借り上げ
・グランピング施設整備
・パッケージツアー企画

西南学院大学

糸島市

15分の限られた時間で熱く発表

提案内容に質問する他グループの学生
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